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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血液又は他の生理学的流体を温めるための装置（１）であって、
　流体を通して導くことができる導管（２）と、
　前記導管（２）を通って流れる流体を温めるための加熱手段（３）とを備える装置にお
いて、
　前記加熱手段は少なくとも一つの赤外線源（３）を含み、
　前記導管（２）は、実質的に平面をなして延び、少なくとも前記赤外線源（３）の側が
透過性で、作動中に前記赤外線源（３）が放出する放射線に対して少なくとも部分的に透
過性であり、
　前記導管（２）の排出側には、温度センサー（６）が設けられており、
　前記温度センサー（６）は、制御部材（５）に接続されており、また、前記制御部材（
５）に温度情報を供給しており、
　前記赤外線源（３）は、前記導管（２）と隣接して配置され、調節可能であり、また、
制御部材（５）に接続されていることを特徴とする装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、
　前記導管は、前記赤外線源が配置される空間を形成し、
　前記導管は、少なくとも前記赤外線源に面する側が赤外線に対して透過性であることを
特徴とする装置。
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【請求項３】
　請求項１または２に記載の装置において、
　前記導管（２）は、実質的に螺旋形態をなして延びており、
　また、前記導管（２）は、前記赤外線源から遠ざかる方に向いた側部に、赤外線反射性
コーティング又はフィルム（４）が設けられていることを特徴とする装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のうちのいずれか一項に記載の装置において、
　前記装置は、前記制御部材（５）に接続された流量計（７、８、９）を備えていること
を特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の装置において、
　前記流量計（７、８、９）は、熱源（７）及び少なくとも一つの温度センサー（８）を
含むことを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項４又は５に記載の装置において、
　前記流量計（７、８、９）は、二つの温度センサー（８、９）と、前記温度センサー（
８、９）間に位置決めされた、又は前記排出側に位置決めされた前記温度センサー（８）
の近くに位置決めされた熱源（７）とを含むことを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、流体を通して導くことができる導管、及びこの導管を通って流れる流体を温め
るための加熱手段を備える、血液又は他の生理学的流体を温めるための装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
このような装置は、国際特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ９６／０４７３７号（ＷＯ９６／３２０
８０）から周知である。ここに開示された装置は、血液を温めるのに役立ち、導管を通っ
て流れる血液が見えるように透明な導管を有する。導管を通って流れる血液は、導管を導
電性ポリマー材料で製造し、この材料、及びかくして血液の抵抗加熱を間接的に行うこと
ができるために加熱される。この周知の装置の欠点は、加熱が比較的不十分であり、応答
時間が比較的長く、従って制御が困難であるということである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の一つの目的は、これらの点に関する改良を実現すること、及び流体温度の制御性
を更に良好にするように、全体的に温められるべき血液又は他の生理学的流体を更に直接
的に温めることである。本発明の別の目的は、例えば米国特許第５，０７３，１６７号に
開示されているようなマイクロ波技術による直接的加熱によって生じるようないわゆるホ
ットスポットが（血液の）流れ内で発生しないようにする、血液又は他の生理学的流体を
衛生的に加工できる装置を提供することである。
【０００４】
本発明の更に別の目的は、電気エネルギーを加えることによる加熱に固有の問題点、詳細
には、温めた血液又は他の生理学的流体を機械から受け取る患者に電流が漏れる危険をな
くすことである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この目的のため、本発明による装置は、加熱手段が少なくとも一つの赤外線源を備え、導
管が、作動中に赤外線源が放出する放射線に対して少なくとも部分的に透過性又は透明で
ある、ことを特徴とする。驚くべきことに、このような赤外線源は、制御性に非常に優れ
た、透過性の又は透明な導管を通って流れる血液又は流体の直接的な加温を提供する。（
すなわち、このような赤外線源によって、透過性の又は透明な導管を通って流れる血液又
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は流体が直接的に温められ、また、このような血液又は流体への加温制御を非常に効果的
に行うことができる。）直接的接触が全くないため、このような加熱は非常に衛生的に行
うことができ、導管又は導管を通って流れる流体との電気的接触がないため、電流漏れの
危険が全く無い。
【０００６】
ＷＯ９７／４６２７１には、紫外線（ＵＶ）チューブからの放射線に対して実質的に透過
性の導管を使用する、生理学的流体を殺菌するための装置が開示されている。この装置で
は、導管を通して導かれる流体に対し、別に調節可能な加熱ユニットを使用する。
【０００７】
ＥＰ－Ａ－０　１３８　４８９から、体細胞を照射するための、特に紫外線を用いて血球
の処理を行うための装置が公知である。この目的のため、放射線源が同軸に配置されたチ
ューブ状構造が使用される。血流がチューブを通して導かれ、流体は、一方側が放射線源
に接しており、他方側が放射線源が配置されたチューブの壁に接している。
【０００８】
ＷＯ９７／４６２７１及びＥＰ－Ａ－０　１３８　４８９のいずれにも、導管を通して導
かれる血液等の生理学的流体を温めるために赤外線源を適用することは記載されていない
。
【０００９】
導管を通って流れる流体は、本装置の第１の好ましい実施例で非常に効率的に温めること
ができ、該装置は、導管が赤外線源が配置される空間を形成し、そして少なくとも導管の
赤外線源に面している側において赤外線に対して透過性又は透明であることを特徴とする
。
【００１０】
本装置の非常に適当な第２実施例は、導管が実質的に平面内を延び、赤外線源が導管と隣
接して配置され、導管の少なくとも赤外線源側は、赤外線源に対して透過性又は透明であ
る、ことを特徴とする。これにより血液又は流体を安全に且つ簡単に温めることができる
。
【００１１】
効率及び制御性は、特に、導管が実質的に螺旋状形態をなして延び、赤外線源から遠ざか
る方を向いた導管の側部に赤外線反射性コーティング又はフィルムが設けられることによ
って補助される。更に、本発明による装置のこのような実施例は、比較的低価格で製造で
きる。
【００１２】
赤外線源は、調節可能であり、制御部材に接続されていることが望ましい。また、導管の
排出側には、制御部材に接続され当該制御部材に温度情報を供給する温度センサーが設け
られていることが望ましい。更に、装置を通って流れる血液又は他の生理学的流体の大幅
に変化する流れを正確に調節できるようにするため、制御部材に接続された流量計を装置
に設けるのが有利である。
【００１３】
これを実現できる第１実施例は、流量計が熱源及び少なくとも一つの温度センサーを含む
ことを特徴とする。
第２の好ましい実施例は、流量計が二つの温度センサーと、これらの温度センサー間に位
置決めされた又は排出側に位置決めされた温度センサーの近くに位置決めされた熱源とを
含むことを特徴とする。
【００１４】
次に、添付図面を参照して本発明を更に詳細に説明する。
【００１５】
【発明の実施の形態】
次に、先ず最初に、本発明による装置の全体としての作動を図１を参照して説明する。
【００１６】
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血液又は他の生理学的流体を温めるための本発明による装置１は導管２を含み、この導管
の入口には矢印Ａが付してあり、出口には矢印Ｂが付してある。温められるべき血液又は
他の生理学的流体が当業者に公知の推進手段によりこの導管２を通して導かれる。推進手
段は、これに関し、これ以上の説明を要しない。図面には、導管２が螺旋状に形成されて
いることが示してある。また、図面には、導管２を通って流れる血液又は他の生理学的流
体を温めるのに役立つ赤外線源（例えば赤外線ランプ３）が、螺旋形状の導管２の内側に
設けられていることが示してある。この目的のため、導管２は、少なくとも、赤外線ラン
プ３に面する側部が赤外線に対して透過性又は透明である。しかしながら、赤外線ランプ
３から遠い方に面する導管２の側部についても透過性又は透明であるのが好ましく、この
後者の側部には、熱反射性コーティング又はフィルム４が設けられていることが好ましい
。赤外線ランプ３は、好ましくは調節可能であり、制御部材５に接続されている。この制
御部材５には、導管２の排出側に位置決めされた温度センサー６も連結されている。この
ようにして、調節可能な赤外線ランプ３の出力を、矢印Ｂ近くの排出側で導管を離れる血
液又は他の生理学的流体の温度値に応じて供給する。便利には、導管２を通して導かれる
血液又は他の生理学的流体の量に応じて、赤外線ランプ３の出力供給を制御部材５によっ
て調節できるようにするため、制御部材５に連結された流量計７、８、９が更に設けられ
ている。流量計７、８、９の具体的な構成として、次のようにすることができる。すなわ
ち、熱源７を一つの温度センサー８とともに使用するように構成することができる。血液
又は流体の流量は、矢印Ａの近くで導管２に進入する血液又は他の生理学的流体に、所定
の既知の周波数の熱パルスを熱源７を用いて供給し、温度センサーを用いてこれらを計測
することによって決定できる。添付図面は、流量計７、８、９が二つの温度センサー８及
び９を含み、熱源７がこれらの温度センサー８及び９間に位置決めされた別の実施例を示
す。なお、温度センサー８と９との間で計測された温度差、並びに熱源７によって導入さ
れた熱量が、矢印Ａの近くで導管２に進入する血液又は流体の流量を決定する。熱源７を
排出側近くの温度センサー８の近くに（これと向き合って）位置決めしてもよい。
【００１７】
以上の説明は、添付の特許請求の範囲から得られる保護を限定しない、本発明による装置
の非限定的な例示の実施例であると理解されるべきである。この例は、前記特許請求の範
囲を説明するのに役立つに過ぎない。
【００１８】
例えば、赤外線ランプ３を収容するための空間を形成する円筒形螺旋体として導管２を具
体化しなくてもよく、導管２の螺旋を平面で具体化してもよい。導管のこの螺旋形態の上
面図を図２に示す。温められるべき血液又は他の生理学的流体は、矢印Ａを付した入口で
導管２に導入され、矢印Ｂを付した出口で導入２を離れる。この実施例では、一つ又はそ
れ以上の赤外線ランプが、当業者に完全に明らかな方法で、導管２と隣接して位置決めさ
れ、これ以上の説明を必要としない。
【００１９】
上述の第１の好ましい実施例と対応して、導管２は、少なくとも、一つ又はそれ以上のラ
ンプの側が、赤外線に対して透過性又は透明であり、一つ又はそれ以上の赤外線ランプか
ら遠ざかる方向に向いた側に熱反射性コーティング又はフィルムが設けられている。これ
らの一つ又はそれ以上の赤外線ランプは、図１に示す第１の好ましい実施例について説明
した方法に従って調節される。実際には、導管２が平面内に配置された前記第２の好まし
い実施例は、製造上の理由に鑑みると、好ましいものである。前記導管を通して導かれた
血液又は他の生理学的流体は、安全に温めることができ、及びかくしてここに具体化され
た装置は機械的に簡単に実現される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による装置の第１の好ましい実施例の長手方向概略断面図である。
【図２】　本発明による装置の第２の好ましい実施例で使用できる導管の上面図である。
【符号の説明】
１　装置



(5) JP 4966476 B2 2012.7.4

２　導管
３　赤外線ランプ
４　熱反射性コーティング又はフィルム
５　制御部材
６　温度センサー
７、８、９、　流量計

【図１】 【図２】
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